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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
４
月
は
凍
霜
害

に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
後
、
秋
に
入
っ
て
高

温
、
干
ば
つ
、
台
風
の
接
近
・
上
陸
と

い
っ
た
厳
し
い
気
象
状
況
で
あ
り
ま
し
た

が
、
大
き
な
被
害
も
な
く
、
ま
ず
ま
ず
の

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
価

格
の
低
迷
、
担
い
手
不
足
や
農
業
者
の
高

齢
化
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
増
加
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
め
ぐ
る
情
勢
、
ま
た
４
月
か
ら
の
消
費

税
の
増
税
な
ど
依
然
と
し
て
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
最
近
円
安
に

よ
る
燃
料
や
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
、
施
設
栽
培
を

中
心
と
す
る
本
市
農
業
に
と
り
ま
し
て

は
、
極
め
て
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
国
で
は
、
日
本
農
業
の
再
生
に
向

け
「
攻
め
の
農
業
」
を
展
開
す
る
と
し
、

農
業
の
多
面
的
機
態
を
評
価
し
た
「
日
本

型
直
接
支
払
い
」
「
経
営
所
得
安
定
制

度
」
「
平
成
の
農
地
改
革
」
「
コ
メ
の
生

産
調
整
制
度
の
廃
止
」
な
ど
新
た
な
施
策

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
農
地
関
係
で
は
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
解

消
や
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
の
た

め
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
設
置
し
、
所

有
者
か
ら
農
地
を
借
受
け
、
機
構
が
基
盤

整
備
な
ど
行
っ
た
上
で
、
担
い
手
へ
貸
付

け
る
方
向
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
企

業
へ
農
地
が
集
約
さ
れ
る
と
い
っ
た
懸
念

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
中
野
市
農
業
委
員

会
で
は
、
今
後
の
動
向
等
を
注
視
す
る
と

と
も
に
、
本
市
農
業
の
再
生
・
発
展
に
向

け
て
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
林
芳
正
農
林
水
産
大
臣
、
国

会
議
員
へ
の
直
接
要
望
等
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
要
請
活
動

を
通
し
て
、
地
方
の
現
場
の
声
が
反
映
で

き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
農

業
委
員
会
業
務
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長
　
髙
橋
幸
造

　
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
２５
年
１０
月
２２
日
に
、

平
成
２６
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、
池
田
市
長
に

「
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建
議
」
を
行
い
ま
し

た
。

∧
建
議
書
の
主
旨
∨

　
食
を
支
え
て
い
る
農
業
は
、
担
い
手
不
足
や
高

齢
化
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
、
鳥
獣
被
害
な
ど
に

よ
り
、
農
業
所
得
が
減
少
し
、
農
業
生
産
力
や
農

村
集
落
の
活
力
低
下
を
招
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
農
業
、
農
村
の
存
続
さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
農
業
委
員
の
願
い
は
、
農
地
を
守
り
、

担
い
手
を
育
て
、
農
家
の
経
営
安
定
と
地
域
農
業

の
発
展
を
促
し
、
安
全
・
安
心
な
食
生
活
の
提
供

と
、
田
畑
が
織
り
な
す
美
し
い
農
村
風
景
を
次
世

代
に
繋
ぎ
、
農
業
の
復
権
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
建
議
項
目
の
具
体
化
に
つ
い
て
、

格
段
の
ご
配
慮
を
賜
り
た
く
、
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
建
議

し
ま
し
た
。

∧
建
議
項
目
∨

①
遊
休
荒
廃
農
地
対

策
②
担
い
手
の
育
成
・

確
保

③
農
産
物
の
振
興
策

④
有
害
鳥
獣
対
策
の

強
化

⑤
農
道
・
農
業
用
水

路
等
の
整
備

⑥
他
産
業
と
の
連
携

強
化

以
上
６
項
目
で
す
。

２９ ２０１４．１農業委員会だより

農
業
振
興
施
策
の
建
議



農業委員会だより

農
地
部
会
　
清
野
信
之

各
部
会
研
修
視
察
報
告

　
昨
年
１２
月
２
日
に
農
地
・
農
政

の
合
同
に
よ
る
研
修
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
㈲
シ
ュ
ウ
ワ

で
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を
視
察
し
ま

し
た
。
兼
ね
て
か
ら
キ
ノ
コ
栽
培

も
行
っ
て
お
り
、
廃
培
地
の
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
熱
源
を
利
用

し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
経
営
的
に

は
や
っ
と
採
算
が
取
れ
そ
う
に

な
っ
て
き
た
と
の
事
で
す
。

　
２
カ
所
目
は
、保
科
バ
ラ
園（
七

瀬
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
バ
ラ
栽

培
を
始
め
て
４２
年
と
の
事
で
歴
史

と
工
夫
を
感
じ
ま
し
た
。
バ
ラ
栽

培
は
価
格
低
迷
・
販
売
量
の
減
少

等
に
よ
り
、
中
野
市
で
は
３
軒
位

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

最
近
の
消
費
の
少
量
・
多
品
目
化

に
対
応
す
る
た
め
、少
量
培
地（
プ

ラ
ン
タ
ー
を
利
用
）
溶
液
栽
培
に

切
り
替
え
、
坪
当
り
３
０
０
本
ほ

ど
栽
培
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

バ
ラ
は
多
湿
に
弱
く
、
病
気
・
害

虫
の
防
除
も
大
変
で
、
農
薬
に
も

精
通
し
何
事
も
バ
ラ
に
対
す
る
強

い
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
は
丸
山
い
ち
ご
園
（
安
源

寺
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
９
年
前

よ
り
、
ブ
ド
ウ
栽
培
か
ら
イ
チ
ゴ

の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
切
り
替
え
た
と

の
事
で
す
。「
と
ち
お
と
め
」
と

「
紅
ほ
っ
ぺ
」
を
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
土
を
使
っ
た
培
地
と
固
形

肥
料
、
後
は
水
を
培
地
に
流
し
て

栽
培
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。
８

～
９
月
に
定
植
し
て
、
１２
月
～
７

月
ま
で
収
穫
。
イ
チ
ゴ
は
反
収
が

高
い
作
物
で
す
が
、
手
間
が
掛
か

る
そ
う
で
す
。

　
最
近
の
農
業
経
営
は
価
格
の
低

迷
の
中
で
コ
ス
ト
高
の
傾
向
が
強

い
が
、
特
に
施
設
栽
培
は
燃
料
・

各
種
農
業
資
材
の
高
騰
等
に
よ
る

打
撃
が
大
き
い
。
３
者
と
も
経
費

の
高
騰
に
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
は
コ
ス
ト

を
強
く
意
識
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ

た
研
修
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。
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農
政
部
会
　
池
田
栄
一

　
農
地
・
農
政
部
会
合
同
の
研
修

視
察
を
昨
年
１２
月
２
日
に
行
い
ま

し
た
。
最
初
に
㈲
シ
ュ
ウ
ワ
の
ミ

ニ
ト
マ
ト
栽
培
施
設
で
す
。
キ
ノ

コ
の
廃
培
地
を
ペ
レ
ッ
ト
化
し
、

バ
イ
オ
マ
ス
再
生
燃
料
に
よ
る
暖

房
シ
ス
テ
ム
・
地
下
水
利
用
で
冷

却
、
潅か

ん
す
い水

・
養
液
栽
培
・
減
農
薬

で
安
全
・
安
心
な
ト
マ
ト
を
栽
培

し
て
い
る
施
設
で
し
た
。
相
当
の

設
備
費
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
今
後
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
手
本

と
な
る
気
が
し
ま
す
。

　
次
に
、保
科
バ
ラ
園
の
バ
ラ
栽

培
施
設
で
す
。創
業
は
昭
和
４７
年
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
土
・
培
地
・
溶

液
を
使
用
し
た
栽
培
方
法
で
す
。

経
験
か
ら
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。近
年
は
、

振
興
部
会
　
町
田
利
勝

　
昨
年
１１
月
５
日
、
振
興
部
会
の

研
修
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
視
察

先
は
木
島
平
村
内
山
地
区
で
営
農

し
て
い
る
竹
内
農
園
で
す
。
か
な

り
の
斜
面
に
点
在
す
る
田
・
畑
で

米
・
野
菜
を
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

働
き
手
は
、
兄
・
弟
ご
夫
妻
と
親

の
家
族
５
人
と
ア
ル
バ
イ
ト
数
人

で
す
。

　
広
い
農
地
は
１０
㌃
程
度
が
最
高

で
、
あ
と
は
細
か
い
田
畑
が
あ
る

編
集
後
記

　
昨
年
１１
月
、
市
主
催
の

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
及
び
農

政
懇
談
会
」が
各
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。様
々
な
支
援

メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る

が
、親
か
ら
子
へ
と
い
う
伝
統

的
な「
親
元
就
農
者
」へ
の
配

慮
も
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
は
、北
信
濃
の
精
神

風
土
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
俳
人
　

小
林
一
茶
生
誕

２
５
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
原
発
事
故
で
、未
だ
ふ
る
さ

と
に
帰
れ
な
い
同
業
の
皆
さ

ん
に
一
句
読
ん
で
思
い
を
通
わ

せ
た
い
。

　
故
郷
を
　

　
　
追
わ
れ
し
人
よ

　
　
　
　
　
今
い
か
に

編
集
委
員
　
阿
部
正
博

と
い
う
状
態
で
す
。ズ
ッ
キ
ー
ニ
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
山

ウ
ド
、
野
沢
菜
な
ど
数
種
類
の
野

菜
を
３
㌶
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
出
荷
が
９０
％
。
漬
物
工
場
と

の
野
沢
菜
契
約
栽
培
も
あ
り
ま

す
。

　
米
は
主
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
。
約
９

㌶
で
栽
培
。
中
野
市
内
の
酒
造
会

社
と
酒
米
の
契
約
栽
培
も
あ
り
、

米
は
自
己
販
売
が
主
で
す
。
土
地

は
大
半
が
借
受
け
で
す
。

　
自
然
環
境
は
、ま
ず
雪
が
深
い
。

１
５
０
㌢
は
あ
た
り
ま
え
。
大
雪

の
と
き
は
３
㍍
。
ハ
ウ
ス
の
骨
組

み
が
埋
ま
り
、
放
っ
て
お
く
と
つ

ぶ
れ
ま
す
。
農
業
機
械
な
ど
全
て

格
納
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
は
山
か
ら
の
水
が
豊
富
。
空
気

は
キ
レ
イ
。
現
状
で
一
番
困
っ
て

い
る
こ
と
は
、
獣
に
荒
ら
さ
れ
る

こ
と
と
の
こ
と
で
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
、
よ
く

頑
張
っ
て
営
農
さ
れ
て
い
る
。
や

れ
ば
で
き
る
こ
と
を
実
証
さ
れ
て

い
る
。
す
ば
ら
し
い
。

燃
料
の
高
騰
や
売
値
の
変
動
幅
が

大
き
く
、収
益
が
減
少
し
厳
し
い

経
営
状
態
と
の
事
で
す
。設
備
投

資
等
の
費
用
を
考
え
る
と
新
規

取
組
は
厳
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、丸
山
い
ち
ご
園
で
す
。

ブ
ド
ウ
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
、
イ
チ

ゴ
栽
培
９
年
の
実
績
が
あ
り
ま

す
。「
と
ち
お
と
め
」「
紅
ほ
っ
ぺ
」

の
品
種
を
栽
培
。
２０
㌃
と
３５
㌃
の

規
模
を
夫
婦
と
パ
ー
ト
２
名
で
従

事
し
て
い
ま
す
。
病
害
虫
防
除
の

消
毒
、
生
育
促
進
の
た
め
の
電
照

管
理
、
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
温
度
管

理
な
ど
の
作
業
が
必
要
で
す
。

　
近
年
、
消
費
者
は
安
全
・
安
心
・

良
質
な
商
品
を
求
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
施
設
栽
培
を
主
流
と
す

る
エ
コ
ロ
ジ
ー
循
環
型
農
業
の
時

代
が
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

▲㈲シュウワ視察の様子


